農場実習 by 岡山大学農学部附属農場,
.l.∴;:L,-汗:.･一日
平成5年度における農場実習科目および履修者
数を第 1表に示した｡
農学基礎実習は昨年度から1班 1クラス45人体
制で行っている｡農場運営面からは20数名1班体
制による実習が要望されるが,教官の負担面から
は現状維持のなかできめ細かな実習を目指さざる
をえまい｡
農場実習 Ⅰ-Ⅳ,農学実習,農地生産力開発学
実習Ⅰ｡ⅠⅠもほぼ例年通り実施できた｡
単位互換実習 (牧場実習)においては,鳥取大
学から例年20数名の履修者があったが本年度は8
名と急減した｡当該大学におけるPRの不足のた
めで,次年度は再増加するとおもわれる｡
科目別実習予定表の一部を別表に示したo
第1表 農場実習授業科目と履修者数(平成5年度)
科 目 名 年次 単位数 履修者数
農 学 基 礎 実 習 1
農 学 実 習 2
農 場 実 習 Ⅰ 3
農 学 実 習 Ⅰ 3
農 場 実 習 ⅠⅠ 3
農 場 実 習 ⅠV 3
牧 場 実 習 3
農地生産力開発学実習Ⅰ 3
農地生産力開発学実習Ⅰ 4
*内他学年4.
**単位互換実習.内鳥取大学8,島根大学4.
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91組
平成5年度農学基礎実習日程表
岡山大学農学部附属農場
92組
月 日 内 容 主担 当者 月 日 内 容 主担 当者
420オ リエ ンテ ーシ ョン 全 員 420オ リエ ンチ-シヨン 全 員
511カンショ定植 黒 田 511洞ヾットによる省力作業 近 藤
525水稲移植準備 (八浜)斉 藤 525モモの摘果 久保田
6 8タマネギ収穫 安 井 6 8バ レイショ収穫 黒 田
622カキの摘果 久保田 622水稲 の補植 (八浜)斉 藤
7 6バ レイシ ョ収穫 黒 田 7 6ブ ドウの袋掛け 久保田
921 リンゴの収穫 久保田 921農業機械取扱い 【津高】
1026サ トイモ収穫 安 井 1026野菜収穫
ll 9和牛の管理 【津高】河 本 11 9ダイズ収穫
ll30ロホ､ットによる省力作業 近 藤 1130稲葉収納 (八浜)
1214生産物の品質評価 近 藤 1214サ トイモ収穫
111草地の管理 【津高】岸 田 111生産物の品質評価
125圃場整備 奥 島 125水田整地
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
93組 94組
月 日 内 容 主担 当者 月 日 内 容 主担 当者
427オ リエ ンテ ーション 全 員 427オ リエ ンテ ーション 全 員
518和牛の管理 【浬高】河 本
6 1ロホtlットによ る省力作業 近 藤
615ダイズ播種 黒 田
629ブ ドウの袋掛け 久保田
914カ ンラン除草
1019温室の管理
ll 2水稲収穫 (八浜)
ll16タマネギ定植
12 7草地の管理 【津高】
1221残菜収納
118農業機械取扱い 【津高】
2 1土壌調査
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
518 リンゴの摘果 久保田
6 1タマネギ収穫 安 井
615和牛の管理 【津高】河 本
629水稲の補植 (八浜)斉 藤
914キクの管理 安 井
1019野菜収穫 黒 田
ll 2カキの収穫 ･脱渋 久保田
ll16草地の管理
12 7土壌調査
】??【
1221ロホ小ットによる省力作業
118生産物の品質評価
2 1圃場整備
???
?
?
?
平成5年度農場実習日程表
岡山大学農学部附属農場
農場実習 Ⅰ (1班)311 農場実習ⅠⅠ(1班)321
月 日 内 容 主担当者 月 日 内 容 主担当者
415オ リエンテ…ション
5 6作付計画
520施肥設計
6 3和牛の審査 【津高】
617バ レイショ収穫
7 1カンシヨ除草
916野菜収穫
1028ダイコン ･カブ間引
ll11畑作収量調査
ll25畑作機械の取扱
12 9和牛の管理 【津高】
113データ処理
127野菜収穫
??
?
?
?
?
??
?
??
?
?
?
?
?
???
?
?
? ?
415オ リエンテーション 全 員
5 6果菜定植 安 井
520モモの摘果 久保田
6r3ブ ドウの新梢管理 久保田
6h17ブ ドウの摘粒 久保田
7 1温室の管理 安 井
916果樹の接 ぎ木 久保田
1028ロボットの制御 近 藤
ll11カキの収穫 ･脱渋 久保田
ll25葉菜の管理 安
12 9画像計測
113温室の管理
127データ処理
農場実習ⅠⅠ(2班)322 農場実習ⅠⅢ(2班)332
?
?
??
月 日 内 容 主担当者 月 日 内 容 主担当者
422 リンゴの受粉
513果菜の管理
527リンゴの摘果
610 ロボットの制御
624ブ ドウの摘粒
7 8ブ ドウの袋掛け
1021葉菜の管理
ll 4サ トイモ収穫
ll18葉菜収穫
12 2カキの収穫 ･脱渋
久保田 422水稲栽培
安 井 513水稲播種
久保田 527水稲苗管理
近 藤 610水田管理
久保田 624水田管理 (八浜)
久保田 7 8水稲の補植 (八浜)
安 井 1021飼料作物栽培 【津高】
安 井 11 4水稲収穫 (八浜)
安 井 1118和牛の審査 【津高】
久保田 12 2水田管理 (八浜)
1216稲葉収納 (八浜)斉 藤 1216サ トイモの管理
120温室の管理 安 井 120データ処理
2 3データ処理 黒 田 2 3水稲栽培
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農場実習Ⅳ (1班)341
月 日 内 容 主担当者
416オリエンテ-シヨン 全
430牧場管理 【津高】岸
514 トウモロコシ播種 黒
528和牛のハンドリング小【津高】河
611和牛の審査 【津高】河
625和牛の審査 【淫高】河
7 9和牛の審査 【津高】河
924牧草収量調査 【津高】岸
ll 5和牛の行動調査 【津高】岸
ll19和牛の管理 【津高】奥
12 3和牛の管理 【津高】奥
1217和牛の管理 【津高】奥
114雑草防除 【津高】岸
128データ処理 近
???????
?
?
農場実習 Ⅰ (2班)312
月 日 内 容 主担当者
423ロホナットによる省力作業
5 7ダイズ播種
521和牛の審査 【津高】
?
?
?
??
?
6 4ブ ドウの新梢管理 久保田
618温室の管理 安 井
7 2水田管理 (八浜)斉 藤
917農業機械取扱い 【淫高】岸
1029野菜収穫 岸
ll12画像計測 近
ll26カンシヨ収穫 黒
1210圃場整備 岸
1224和牛の管理 【津高】奥
121データ処理 近
?
??
?
?
?
平成5年農学実習時間割
時刻 7月19日 (月) 7月20日 (火) 7月21日 (汰) 7月22日 (木) 7月23日 (金)
678910 集合移動 (岡山う浮高)
起床 起床 起沫 - 起床
草刈 炊事 炊事 炊事 炊事草刈奥島 草刈 草刈
近藤(磨) 久保田 河本 黒田
朝食 朝食 朝食 朝食
清掃 清掃 清掃 清掃
乾草収納 移動 (う岡山) 移動 (→岡山) 出発準備果菜 .果実の収穫 水田管理 見学
ll123456789 河本 安井 斉藤 斉藤解散
昼食 .休憩 昼食 .休憩 昼食 .休憩
乾草収納 畑作管理 果樹園管理
班編成.諸注意 奥島草地の管理奥島
岸田 黒田 久保田
移動 (う津高) 移動 (う樺高)
入浴 入浴 入浴 入浴
夕食 夕食 夕食 夕食親睦会
休憩 片付 休憩 片付 休憩 片付
講義 講義 講義
(農業ロホヾツトの現状 (マレイシアの (｢作る｣を
と将来) 園芸作物) 考える) 片付
201 近藤(直) 村上 土屋
自由時間 自由時間 自由時間 自由時間
33一
平成5年度牧場実習時間割
時 刻 8月23日 (月) 8月24日 (火) 8月25日 (水) 8月26日 (木) 8月27日 (金)
6:007 389123 24520 起 床 起 床 起 床 - 起 床
草刈 …炊事 草刈 …炊事 草刈 ;炊事 草刈 ;炊事
安井 .斉藤 三 里旦 岸田 肘 ‖
朝 食 朝 食 朝 食 朝 食
清 掃 清 掃 清 掃 清 掃
畜舎実習 _遊星 畜舎実習 技官 畜舎実習 些旦 畜舎実習 旦旦
草地の管理 乾草の調製 和牛の審査 和牛の繁殖管理
+約 日 些堅 些杢 旦‖
昼食 .休憩 昼食 .休憩 昼食 .休憩 昼食 .休憩清 掃
集 合移動 (岡山-津高) 和牛の管理 乾草の調製 和牛の審査 移動 (津高一岡山)解 散 -
班編成 .諸注意 河本場内見学 岸田
畢星 榊 ‖ 河本 .及川
機械実習 些旦
牛舎実習 技官 牛舎実習 些旦 牛舎実習 技官 牛舎実習 堕旦
入 浴 入 浴 入 浴 入 浴
夕 食 夕 食 夕 食 夕 食
休憩 片付 休憩 片付 休憩 片付 休憩 片付
講 義 講 義 講 義 親 睦 会;片付
和牛の改良について 牧草の収穫と調製 和牛の審査について
些 吐 些堅 一旦を
自由時間 自由時間 自由時間 自由時間
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試験研究による附属農場昭利周状況
附属農場を利用 した研究論文 (平成5年度)
片岡 衛 ｡松田政紀 ｡久保田尚浩 :
渋ガキ果実における樹上脱渋の時期について,岡山大学農学部農場報告第16号 :1-4
久保田尚浩 ｡岩瀬広繁 :
42
久保田尚浩 8李 相根 8安井公一
台木の異なるブドウ 藤`稔'における】3C光合成産物の転流と分配,
岡山大学農学部学術報告80:37-42
久保田尚浩 ｡李 相根 ｡安井公一
ブドウ 藤`稔'果実の糖,有機酸,アミノ酸およびアントシアニン含量に及ぼす各種台木の影響,
園芸学会雑誌62:363-370
李 相根 ｡久保田尚浩 ｡安井公一
ブドウ台木の生長と体内の生理的変化に及ぼす湛水処理の影響,生物環境調節31:223-227
久保田尚浩 ｡西山範子 ｡島村和夫 :
モモ果実の渋味発生に及ぼす環状剥皮の影響,園芸学会雑誌62:69-73
久保田尚浩 ｡高木真吾 ｡工藤正吾 :
モモ果実のポリフェノール含量に及ぼす樹勢の影響,園芸学会雑誌62:83-88
久保田尚浩 ｡李 相根 ｡安井公一
ブドウ 藤`稔'果実の糖,有機酸,アミノ酸およびアントシアニン含量に及ぼす台木の影響,
園芸学会雑誌62:363-370
近藤 直 :
ファイトテクノロジーのこころみ (17)-農業用ロボットからみた栽培技術一,
農業および園芸 第68巻 :303-308
近藤 直 ｡門田充司 ｡芝野保徳 ｡毛利健太郎 :
トマ トの栽培様式に基づくマニピュレー タの基本機構の検討,生物環境調節 第31巻 :75-80
近藤 直 ｡門田充司 ｡芝野保徳 血毛利健太郎 :
トマ トの物理的特性に基づく吸着パッドを利用した収穫用2指ハンド,
生物環境調節 第31巻 :87-92
近藤 直 ｡芝野保徳 ｡毛利健太郎 ｡門田充司 ｡中村 博｡有馬誠一
キュウリ果実検出用視覚センサの研究 (第1報)一果実の識別および認識実験-,生物環境調節
第31巻 :93-100
近藤 直 ｡門田充司 ｡藤浦建史｡芝野保徳 ｡毛利健太郎 ｡芦原慎太郎 :
冗長自由度を有するマニピュレー タの制御方法-直動関節を含む トマ ト収穫用7自由度マニピュレ-
夕の制御-,植物工場学会誌 第5巻 :44-53
NaoshiRondo,MitsujiMonta,YasunoriShibano,andKentaroMohri:
BasicMechanism ofRobotAdaptedtoPhysICalPropertiesofTomatoPlant,
- 35-
Prc)C,ofInternatlOlalConferenceforAgriculturalMachineryaridPrc)cessEngineerllg.
Vol.3,840-8∠19
近藤 直,芝野保徳,毛利健太郎,門田充司,岡村誠一
ブ ドウ管理 叫文穫用ロボットの基礎的研究 (第1報)一-マニピュレー タおよび収穫用ハンド部-,
農業機械学会誌 第55巻 :85-94
附属農場を利用 した研究の口頭発表 (平成5年度)
久保田尚浩 ｡李 相根 ｡安井公一
ブドウ 藤`稔'の新稽生長,果実肥大ならびに果実晶質に及ぼす台木の影響,国学雑62(別1):94-95
李 相根 ｡久保田尚浩 ｡安井公一
台木の異なるブドウ 藤`稔'における13C光合成産物の転流と分配,園学報62(別1):96-97
李 相根 ｡久保田尚浩 ｡安井公--
ブドウ台木の生長と体内の生理的変化に及ぼす湛水処理の影響,
園芸学会中四国支部研究発表要旨32:7
黒田俊郎 ｡山下昌秀 8啓藤邦行 :
ダイズの花房次位別着英に及ぼす播種期と栽植密度の影響一晩生品種を用いた場合-,
日作紀62(別1):72-73
黒田俊郎 ｡石村 亮 B哲藤邦行 ｡熊野誠一
日作中国支部研究集録34:32-33
黒田俊郎 ｡磯部祥子 ｡西藤邦行 :
ダイズ品種タチスズナリの花房次位別若美に及ぼす播種期と栽植密度の影響,
日作中国支部研究集録34:72-73
毛利健太郎,芝野保徳,近藤 直,門凹充司,高木真吾 :
ブドウの品質評価方法に関する研究 (その2),農業機械学会関西支部報 第74号 :131-132
毛利健太郎,芝野保徳,近藤 嵐 門田充司,陳 訓智 :
遠赤外線によるシイタケの乾燥に関する研究,農業機械学会関西支部報 第74号 :125-126
芝野保徳,毛利健太郎,近藤 直,門田充司,芦原慎太郎 :
7自由度を有するトマト収穫マニピュレー タの制御方法,農業機械学会関西支部報 第74号 :67-68
芝野保徳,毛利健太郎,近藤 直,門田充司,田原和彦 :
物理的特性に基づくブドウ摘粒,整房用ハンドの研究,農業機械学会関西支部報 第74号 :73-74
芝野保徳,毛利健太郎,近藤 直,門田充司,西 卓郎 :
2値画像を用いたキュウリの形状認識に関する研究,農業機械学会関西支部報 第74号 :133-134
芝野保徳,毛利健太郎,近藤 直,門田充司,林 孝洋,甲斐和広 :
ニューラルネットワークを用いたスプレー ギクの品質評価に関する研究,農業機械学会関西支部報
第74号 :97-98
芝野保徳,毛利健太郎,近藤 直,門田充司,前田忠法,水野薫敏 :
マッシュルーム収穫システムの開発のための物性の測定,農業機械学会関西支部報
第74号 :127-128
近藤 直,門田充司,芝野保徳,毛利健太郎 :
- 36 一
トマ ト収穫用マニピュレー タの基本機構の決定方法,日本生物環境調節学会年会
近藤 直,門田充司,芝野保徳,毛利健太郎,芦原慎太郎 :
トマ ト収穫用マニピュレー タの制御方法,日本生物環境調節学会年会
近藤 直,芝野保徳,毛利健太郎,門田充司,中村 博,有馬誠一
キュウリ収穫用ロボットの視覚センサの研究 (ⅠⅠ)一2値画像における果実の認識アルゴリズム-,
農業機械学会総会講演会
有馬誠一､芝野保徳,近藤 直,山下 淳,藤浦建史,秋好広明 :
キュウリ収穫用ロボットの研究 (I)-キュウリの栽培様式およびマニピュレー タの機構の検討-,
農業機械学会総会講演会
門田充司,近藤 直,芝野保徳,毛利健太郎 :
農業機械学会総会講演会
藤浦建史, 中尾清治,岩尾俊男,土肥 誠,山下 淳,近藤 直 :
2波長式三次元視覚センサによるトマ トの認軌 農業機械学会総会講演会
近藤 直,門田充司,芝野保徳,毛利健太郎 :
トマ ト収穫用マニピュレー タ,日本機械学会ロボティクス｡メカトロニクス講演会'93
門田充司,近藤 直,芝野保徳,毛利健太郎
ブドウ整房 ｡摘粒用ハンド,日本機械学会ロボティクス ｡メカトロニクス講演会'93
芝野保徳,毛利健太郎,近藤 直,門田充司,遠藤準二
画像処理によるカンキツ類の品質評価に関する研究-イヨカンの色,形状,果面の粗滑と糖度,
pHとの関係一,農業機械学会関西支部
NaoshiRondo,MitsujiMonta,YasunoriShibano,andKentaroMohri:
BasicMechanism ofRobotAdaptedtoPhysICalPropertiesofTomatoPlant,InternatlOnal
ConferenceforAgriculturalMachinery&ProcessEngineering
岸田芳朗 :
生態学的生産技術としての土と草と家畜の結合様式-ニュージーランドの畜産を例として-,
第7回 農林 ｡環境教育セミナー
岸田芳朗 :
ニュ←ジ-ランド畜産における経営技術の特徴,総合農学会春季大会
ニュージーランドにおける畜産技術の普及システム,総合展学会春季大会
Kishida,Y.:
Combinationofsoil,pasture,andlivestockasanecologlCalproductiontechniqe,
1993TsLlkubaAsianSeminaronAgricult,uralEducation
岸田芳朗 :
ニュージーランドにおける草地農業の特色,関西ニュージーランド研究会
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附属農場の施設等を利用した研究課題一党 (大学院生,学生,平成5年度)
区分 氏 名 研 究 課 題 利 用 分 野 指 導 教 官
博3 李 相根 ブドウ台木の生理生態的特性 施設生産管理学 久保田 尚浩
博3 梶村 達人 防除生態学 中筋 房夫
イネの有機栽培がウンカ.ヨコバイ類の密度に及ぼす影響
博2 嶺田 拓也 LⅠSA水恥こおける雑草管理のための数極力バークロツプの実圃場での検討試験 雑草制御学 沖 陽子
博1 甲斐 和広 ニューラルネットワークを用いたスプレーギク 農業生産 芝野 保徳
の品質評価に関する研究 システム工学
博1 西 卓郎 キュウリの画像認識に関する研究 農業生重機械学 毛利 建太郎
修2 犬飼 基史 ブドウの品質評価に関する研究 農業生産システム工学 芝野 保徳
修2 遠藤 準二 カンキツ類の品質評価に関する研究 農業生産システム工学 芝野 保徳
修2 中村 博 キュウリ果実検出用視覚センサの研究 農業生産機械学 毛利 建太郎
学4 岩本 光智 ダイズの花房次位別若菜に及ぼす窒素追肥の影響 農地生産構造学 黒田 俊郎
学4 古賀 稔彦 ダイズ品種の花房次位別者英一早晩性を異にした場合- 農地生産構造学 黒田 俊郎
学4 島原 実 水稲の有機栽培に関する研究-生育収量と雑草の発生について- 農地生産構造学 黒田 俊郎
学4 藤林 哲哉 水稲における無代掻き作溝直播栽培に関する研究根茎部冷却がアルストロメリアの開花 及ぼす影響 農地生産構造学 黒田 俊郎
学4 石井 康史 施設生産管理学 安井 公一
学4 木村 達義 ブドウ ビ`オ-ネ'果実の着色に及ぼす紫外線 (UV A)の影響 施設生産管理学 久保田 尚浩
学4 滝川 哲也 ジベレリン処理したブドウ 藤`稔'の果実晶質ならびに収量に及ぼす台木の影響 施設生産管理学 久保田 尚浩
学4 土屋広志 シンテッポウユリ球根の休眠に関する研究 施設生産管理学 安井 公一
学4 縄田 哲郎 モモ果実の発育と生理的落果との関係および果実肥大に及ぼす摘果時期の影響 施設生産管理学 久保田 尚浩
学4 狩谷 和広 放牧強度と掃除刈りの組み合わせによるギシギシ吏巨の防除 山地畜産開発学 河本 泰生
学4 網島 左季 ブドウ栽培における袋掛けハンドの研究 農業生産システム工学 芝野 保徳
学4 坪井 千晃 散布作業における極座標マニピュレー タの制御 農業生産システム工学 芝野 保徳
学4 難波恵利子 遠赤外線ヒー タを用いた乾燥装置の試作と 農業生産 芝野 保徳
乾燥実験 システム工学
学4 秋山 尚文 空気圧を利用したミニトマト収穫用ハンド 農業生産機械学 毛利 建太郎
学4 池田 浩 超音波センサによる極座標マニピュレー タの障害物回避のための基礎研究 農業生産機械学 毛利 建太郎
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平成5年度 技官研修 日程表 (第 盈望回)
2月17日 (木)
10:00
11:00
11:30
12:00
13:30
14:30
15:00
16:00
特 別 講 演
講師 農学部教授 湯原 正高
演題 ｢牛肉生産の現況と課題｣
質 疑 応 答 司会 河本助教授
休 憩
昼 食
討 議
(1) ｢改組後の農場実習と作付体系について｣
司 会---土居川主任
休 憩
(2) ｢汎用耕地実験実習施設における
作付けについて｣
司 会-･-･斎藤総括主任
終 了
2月18日 (金)
9:00
9:40
11:00
11:30
12:30
13:30
15:00
16:30
岡 山 農 場 出発
(秩)林原生物科学研究所 到着
施 設 見 学
(秩)林原生物科学研究所
青江 みよしの
昼
青江 みよしの
セイレイ工業(秩)
施 設 見 学
セイレイ工業(秩)
岡 山 農 場
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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